検体処理について（症例番号G72～）
＜初回採血時必要物品＞　＊2回目以降の採血に際しては、事務局より下記物品を送付いたします。
＊注）2014年度より、4回目以降は採血管とマイクロチューブの本数が（　　）の本数となります。
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　血清用採血管 5ml×1本
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血漿用採血管 5ml×3本（2本）
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検体保存用マイクロチューブ


➣　検体保存用エッペンドルフ　マイクロチューブ
　　　　血清用（1.5～2ml／本）3本（3本）　　血漿用（1.5～2ml／本）6本（5本）
マイクロチューブがなければ、冷凍保管できる容器であれば何でも結構です。
＜手順＞
1 血清用（5ml×1本）と血漿用（5ml×3本）採血管に採血してください。
2 採血検体を遠心分離（設定：3000回転－4℃－10分　）にかけてください。
＊採血後の検体は、遠心分離にかけるまでは、冷蔵保存でお願いします。
3 分離した検体の上澄み（血清／血漿）を、マイクロチューブもしくは冷凍できる容器に分注してください。
＊マイクロチューブへの分注は、1～1.5mlを目安としてください。
事務局よりお送りするマイクロチューブにはラベルを貼っています。
ラベル表記は以下の通りです。
16PRL Pt serum　　　：血清用
16PRL Pt EDTA　　　：血漿用
血清/血漿が余った場合は、予備のチューブに分注し、蓋にマジックでその内容を明記しておいてください。
4 －20度で凍結保管をしてください。
5 診断時および1～2週間後の検体は一緒に、お送りした発泡スチロールの箱にドライアイスを入れ、着払いで送付してください。
検体送付先を記入した着払い伝票を検体キットと一緒に発送しております。その伝票をご利用ください。

検体送り先：国立循環器病研究センター　周産期・婦人科　神谷千津子　宛て

＊ドライアイスの手配が困難であれば、事務局までご連絡ください。
また、ドライアイス料が実費としてかかる場合には、領収書を事務局もしくは下記AHIT株式会社に送付
いただければ、返金させていただきます。　　　　　　　　　
AHIT株式会社大阪南オフィス　〒596-0825　大阪府岸和田市土生町5-10-7-208
　　　また、検体の溶解を防ぐため、検体送付は月～木曜日（火～金曜日着）としていただきますようご協力をお願い
致します。
お手数をおかけしますが、よろしくお願い申し上げます。
周産期心筋症全国調査事務局
国立循環器病研究センター　周産期・婦人科部内
神谷　千津子・井上　典子
Tel:06-6833-5012　Mail:ppcm@ml.ncvc.go.jp
